
愛の絆 
 
愛は、結びの帯として完全なものです。 （聖書・コロサイ書 3:14） 
 

その後、お変わりございませんか？ 
 

● 何人かの方々からは、親しい方がなくなられたとの、お葉書をいただいています。 
 慎んで、哀悼の意を表したいと思います。 
 
● 特に、昨年は３月 11 日に「東日本大震災」があり、多くの方々が亡くなられましたし、今尚、行方不
明の方々も多くおられます。 
 原発事故による被害は甚大で、政治的取り組みも、精一杯なされていますが、早期解決がむずかしい
ですし、簡単ではないようです。 
 時間とともに、私たちの意識がうすれていくことのないように、見守りつづけ、出来ることをしていきたいと思
います。 
 
● 一番、私たちがしていかないといけないことは、 “生活レベルの見直し” ではないでしょうか。私たちが、
これが普通だと思ってきた生活の便利さ・快適さ・経済発展等は、原発電力によるもの、あるいは、限ら
れた化石資源である石油の、すさまじい消費（毎日の、世界的な）によるもの ―― であったわけで、「原
発 NO！」と言うからには、それなりの見直しと決意と覚悟がいることになります。（火力発電も、莫大な量
の石油を使うことになります。） 
「生活は今のままで、原発は NO！」 
 ちょっと違うと思いませんか？ 
 
● 多くの方々から、クリスマスカードや年賀状をいただき、ありがとうございます。一枚一枚、うれしく拝見
させていただきながら、それぞれご活躍の様子や近況を知ることができ、感謝いたします。 
 
 
● 今年の初日の出は、どうだったでしょうか？ 
 暮れの 12 月 30 日、阿武山福音自由教会での「早天祈り会」（毎朝６～７時）の帰り道、阿武野高校
のそばの、田んぼが続いている、見晴らしのよい場所で、すばらしい日の出を、 
「元旦の予報は、くもりだから、今日がちょっと早めの初日の出かもしれないなあ。」 
と言いながら、夫婦で見ていました。 
 
● 年が明けて、2012 年元旦。初日の出が見られなくても、例年通り、高槻城跡公園の「髙山右近像」
の所で、 “祈りの時をもとう” と思って、出かけていきました。 
 東の空は、雲がかかってしまっているのですが、日の出が見られる一画の雲だけが切れていて、輝き出し
てきています。 
 7 時 14 分頃、初日が姿を見せ始めて、だんだん輝きを増していって、姿を全部見せてくれて・・・その後、
まもなく、雲の中に隠れていってしまいました。初日の出の間だけ、姿を見せてくれたのです。まさに、神さま
からプレゼントをいただいた気分でしたよ。 
 
● 近くのお寺に、佐藤家（妻の旧姓)のお墓がありますので、立ち寄って、祈りの時をもちました。 
 
● 家に帰って、元日の朝のおせちとお雑煮をいただいて、10 時半からもたれる、阿武山福音自由教会
での「元旦礼拝」に、夫婦で出かけて行きました。 
 
 旧約聖書・「イザヤ書」40 章１～11 節から、「見よ神の栄光を」と題して、鈴木健之牧師がメッセージを
語ってくださいました。 
 主なる神の栄光を見上げ、主に信頼し希望をもって、この年を歩んでいきたいと思いました。 
 
● 礼拝の帰り道、今度は久保田家のお墓に立ち寄って、神の守りと祝福の祈りの時をもちました。 
「天地万物を創造され、私たちに生命を与えておってくださる、主なる神さま。今は亡き、私たちの両親が
あって、この生命があることを感謝します。この生命を受け継いでいく者として、子ども達の家庭やきょうだい
達の家庭を守り、祝福してください。 アーメン 」 
 



 
● ２日（月）は恒例になっています、わが家に子ども達・孫たちが集まって、妻の心づくしのおせち料理と、
買い求めてきたお寿司で、会食の時をもちました。 
 
 長男の聖潔（きよし）・由佳子夫妻。心優（みゆう）は小学２年生。一歩（いっぽ）は、４歳になりました。 
 
 昨年９月から、モンテネグロ（どこにある国かわかりますか?）勤務になった、長女の中村信洋・光世夫妻、
信也（６歳）たちは、今回は参加できませんでした。 
 
 12/31 に東京から帰ってきた、次男の寛容（ひろし）・尚英（よしえ）夫妻。志歩（しほ）は、４歳になりまし
た。 
 
 次女の御国（みくに）は、今年は小学校一年生の担任をしていますよ。 
 
 
● 毎年楽しみの「ウィーンフィル・ニューイヤーコンサート」。今年の指揮は、マリス・ヤンソンスさん。ウィーン
少年合唱団のコーラスも加わって、すてきでした。 
 
 ほかに、「世界一のショータイム」「最高峰エベレスト」「日本の話芸/小さん・文枝」も、よかったです。 
 
 今、夫婦で、朝ドラの「カーネーション」にどっぷり、はまっています。 
 
 
● 昨年も「髙山右近研究」を通して、多くの恵みをいただきました。 
 
 ※ ホームページ「高山右近研究室・久保田へようこそ」が、ますます充実してきました。 
  尚英（よしえ）のお父さんの太田靖雄さんが、全面的に協力してくださっているおかげですが、すばらしい
ものになっています。 
 
 ※ 加えて、教会の新里さんが協力してくださって、You Tube（ユーチューブ）動画「高山右近」を掲載し
てくださっています。（13 本） 
 
 これらを通して、多くの方々が、特に若い人たちが、髙山右近さんや、右近さんが愛されたイエス・キリス
トと出会ってくだされば、と思っています。 
（「高山右近」で検索してくだされば、グーグルでもヤフーでも、１ページ目に出てきます。） 
 
● 今年は、是非、ハワイに行ってみたいなあ！ 
 
 
 本年も、よろしくお願いします。 
 
 神の祝福が、豊かにありますように。 God bless you !  God bless us ! 

 
    A.D.（Anno Domini 年・主 / 主の年）2012 年 
 
   
                      久保田 典彦・忠子 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※ ２日の会食の席 

 
 
 
 
 


